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＜参考＞ 

1. はじめに 

企業ネットワーク専門委員会企業網インタフェースサブワーキンググループでは前年度から

IP-PBX(Private Branch eXchange)間のプライベート網（IP 網）を中心とした IP プロトコルの標準化

を実施している。 今後の市場および国際勧告の動向を考慮すると、SIP(Session Initiation 

Protocol)プロトコルをベースとした付加サービス技術及びアプリケーション連携の技術を企業網内

においても検討する必要ある状況であり、更に本標準で規定される個別ヘッダを用いた企業網内での

独自サービスもニーズがある。  

 

本標準は、 

・ 企業内で SIP プロトコルを新たに定義することにより、企業内で求められている独自性を持った付

加サービスにも迅速な対応が可能となる。 

・ 企業内で使用するため事業者と異なり軽いプロトコルを定義し接続性を高めたい。 

上記、背景、理由により企業 SIP 網間における相互接続インタフェース技術仕様に関してまとめたもの

である。 

  

2. 改版の履歴 

 

版 数        制  定  日           改  版  内  容 

第 1版 ２００７年８月２７日   制  定 

 

3. その他 

 （１）参照している勧告、標準等 

  TTC 標準：JJ-22.00 TTC における企業 SIP 関連技術仕様群に関するガイドライン 

        第 1 版 2006 年 8 月 24 日 

  TTC 標準：JJ-22.01 企業 SIP 網間における相互接続インタフェース技術仕様   

        第 1 版 2006 年 8 月 24 日 

  TTC 標準：JJ-22.02 プライベート SIP 網とプライベート ISDN（Qsig）網における 

インタワーク仕様に関する規定  第 1 版 2006 年 8 月 24 日 

      

 （２）他の国内標準との関連 

        他の国内標準との関連は無い。 

 

4. 標準作成部門 

  第１版 ： 企業ネットワーク専門委員会 
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1. 概説 

1.1. 本標準の適用範囲 

本標準は、JJ-22.00＜TTC における企業 SIP 関連技術仕様群に関するガイドライン＞に規定される網接

続アーキテクチャにおいて、相互に接続する企業 SIP 網間の接続インタフェース（インタフェース C）を

適用して規定するものである。 

また、本標準は相互に接続する企業 SIP 網において、本規定を準拠している事を前提とし、高い相互接

続性を維持しつつ、企業網内の管理を容易に行うための標準である。 

 
1.2. 本標準の目的と規定 

ISO/IEC 及び IETF 対応をメインに標準化を押し進めているが、現状の国内市場を見た場合、国際及び国

内の標準化を意識するあまりにタイムリーに各企業で、標準 SIP を使用しての付加サービスが受けられな

い場合が多くなってきている。 

また標準化プロトコルを意識した場合、ISO/IEC22535（トネリング）準拠に即した、付加サービスも考

えられるが、あくまでも Qsig 情報を転送するためのものであり、ユーザ固有の情報は通知できない。 

上記の結果からユーザが独自にサービスを実装したいフレーム情報が必要となってくるため、本標準化 

資料を作成した。 

 

1.3. 用語 

 本標準に関する用語に関しては JJ22.00、01、02 に準拠する。 
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2. 接続形態 

2.1. 基本接続形態 

本標準は、図 2-1 で示す企業SIP網相互接続モデルに規定されるインタフェースCに適用可能な管理され

た企業SIP網との接続インタフェースの条件を示す。 

本インタフェースの規定を遵守できるインタフェースを有する企業 SIP 網に関して、本標準では“管理

された企業 SIP 網”と呼ぶ。 以下企業 SIP 網と表記する場合は、“管理された企業 SIP 網”であることを

前提とする。 （下記、企業 SIP 網相互接続モデルは JJ-22.00 を引用） 

 

図 2-1  企業 SIP 網相互接続モデル 

 

2.2. 本標準の規定範囲 

本標準の規定範囲はサーバ間連携（C）に関しての規定を定義するものである。 
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3. 略語一覧 

 

 C   C reference point 

    C 参照点 

  

 IP  Internet Protocol 

    インタネット プロトコル      

      

  PINX Private Integeated Services network eXchange 

     私設総合サービス交換機 

   

  Qsig Signalling information flows at the Q reference point 

     Q 参照点信号情報フロー 

 

  SIP  Session Initiation Protocol  

     セッション開始プロトコル 

 

  SCM  Signalling Carriage Mechanism 

     信号転送機構 

 

  SS  Supplementary Service 

     付加サービス 

 

  NWL   Network Layer   

          ネットワークレイヤ 
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4. ユーザ固有 SIP 信号方式に関しての定義 

4.1. 定義 

   Qsig 以外の情報通知を行う及び各企業網に応じたアプリケーション連携をタイムリーにサービ 

  ス実装するための転送機構である。 

 

4.2. ISO/IEC22535（トネリング）との比較定義 

   ・ISO/IEC22535 のシグナリング情報の流れ 

   

 Qsig 情報を SIP ボディ部へ透過させる。 中継接続が主の機能である。 

  

ＰＩＮＸ          ＰＩＮＸ（IP）        ＰＩＮＸ（IP）       ＰＩＮＸ 

  

 

 

    Existed-Siganling-Line     ＩＰ Ｎｅｔ        Existed-signalling-Line 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 図 4-1 ISO/IEC のシグナリング情報の流れ 

 

 

   ・ユーザ固有 SIP プロトコルのシグナリング情報の流れ 

 

   主に各装置でサービスを行っているアプリケーション情報を通知する機能である。 

 

          ＰＩＮＸ（IP）              ＰＩＮＸ（IP） 
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         図 4-2 ユーザ固有 SIP プロトコルのシグナリング情報の流れ 
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5. 一般原理 

 本標準で定義するユーザ固有プロトコル情報は IP 網上での各企業特有の付加サービス制御の為の信号

情報エリアを取り交わす方法を提供する。 

 これは付加サービス制御を自ら制御するものではなく、SS 制御エンティティから汎用的にユーザ固有情

報が提供されるものである。 

 本ユーザ固有プロトコル情報は基本呼制御（RFC3261）のための UDP プロトコルとともに二つの PINX 間

の C参照点で動作する。 これもまた信号転送機構（SCM）のサービスを利用する。 

 

 ユーザ固有プロトコルは、基本呼と関連したまたは基本呼とまったく独立した付加サービスをサポート

するためのメカニズムを規定する。  

   

5.1 プロトコルモデル 

  下記の構成図は汎用機能プロトコルの概念モデルで定義された構成図である。 

  最上位レイヤ（アプリケーションレイヤ）において、実際の付加サービスプロトコルは、サービス固  

 有同位の付加サービス制御（SS 制御）エンティティ間で動作する。 特定の SS 制御エンティティの動

作は、本標準の範囲外である。 SS 制御エンティティは付加サービスに必要なベンダ個別情報をコーデ

ィネーション機能に通知し編集を促す。 SS 制御のエンティティはコーディネーション機能を通じてネ

ットワークレイヤ（NWL）へ情報を通知する。 NWL 制御はネットワークレイヤでプロトコル制御のサー

ビスを使用しコーディネーション機能から受信されたユーザ固有情報を SIP プロトコル制御部へ通知し、

SIP-Body 部でにあるユーザ個別エリアへ情報を書き込む。 またネットワークレイヤではルーティング

機能の制御も果たす。  

書き込み後、SCM へ SIP-method 情報が通知される。 ここでの SCM はレイヤ 1、2、3の Signaling 情

報を送受できる機能をもっている。 
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5.2 ユーザ固有 SIP プロトコル情報のフィールド定義 

   

 5.2.1 ユーザ固有仕様情報の定義 

   5.2.1.1 ユーザ固有情報を SIP メッセージに載せる場合のフレームワークに関して  

    

 SIP-method 内へユーザ個別情報を入れるとき、PINX は RFC3204 に従ってメディアタイプを新たに

application/Enterprise(ENTERNAT)とすることで、SIP リクエスト及び応答の MIME ボディ部にユー

ザ個別情報を組み込むものとする。 このときユーザ固有情報は基本ヘッダ部を含んで 1.5k バイト

以内のメッセージ情報に抑え込むことが望ましい。 また、もし別の MIME ボディ部が含まれている

場合は（例えば SDP）、PINX はマルチパート MIME を使用するものとする。 

PINX は、”signal” “handling=required”を示す Content-Disposition ヘッダを SIPヘッダー（シ

ングルパート MIME の場合）もしくはボディ部の MIME ヘッダ（マルチパート MIME の場合）として

組み込むものとする。 

 

5.2.1.2 エンド・エンド間でのユーザ固有情報の整合に関して 

 

    本ユーザ固有情報を通知させる場合、あらかじめ両 PINX でユーザ固有情報が受けれるか確認する

必要性がある。 本仕様に関してはユーザ固有情報のあり／なしによるネゴシエーションまで定義

しない。  但しサポートしない PINX が存在した場合、その PINX は RFC3261 に従ってリクエスト

メッセージを破棄するかもしれない。 例えば、SIP UAS がユーザ個別情報をサポートしておらず、

エンド PINX で必要な情報を有していない場合は、SIP 応答コード 415 Unsupported  Media Type が

適用される。 

 

5.2.1.3 中継 PINX のユーザ固有仕様条件について 

 

    企業内の中継 PINX（Proxy サーバ含む）でのユーザ固有情報の扱いに関しては、application／

Enterprise（ENTERNAT）と定義したメディアタイプ情報が載っていた場合、透過させる機能を持た

せる必要性はがある。 但しサポートしない中継ＰＩＮＸが存在した場合、その PINX は RFC3261 に

従ってリクエストメッセージを破棄するかもしれない。 例えば、SIP UAS がユーザ個別情報をサ

ポートしておらず、エンド PINX で必要な情報を有していない場合は、SIP 応答コード 415 

Unsupported  Media Type が適用される。 

    

5.2.1.4 ユーザ固有情報のボディの条件 

    

    ユーザ固有情報の中身については本標準の対象外とする。 

    

   5.2.1.5 トネリング情報との併用について 

    

 ユーザ固有情報とトネリング情報の併用に関してはあらかじめ相手 PINX との整合は必要である 

が、基本的にメディアタイプが分かれており同一リンク内でサービスの併用を許しても動作可能で 

ある。  
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6. SIP-Method 内の詳細ヘッダに関して 

 下記に Method 内の新規ヘッダー例を記載する。 

 

Session Initiation Protocol 

    Request-Line: INVITE sip:XXXXXXXX@domain.ne.jp;user=phone SIP/2.0 

        Method: INVITE 

        Resent Packet: False 

    Message Header 

        Via: SIP/2.0/UDP 100.50.20.170:5060;branch=z9hG4bK-a52f26-496736.761 

        From: <sip:XXXXXXXX@domain;.ne.jp;user=phone>;tag=14748c89 

        To: <sip:XXXXXXXX@domain.ne.jp;user=phone> 

        Call-ID: 722df03a@100.50.20.170 

        CSeq: 787025002 INVITE 

        Contact: <sip:XXXXXXX@100.50.20.170:5060> 

            Contact Binding: <sip:XXXXXXX@100.50.20.170:5060> 

                URI: <sip:XXXXXXXX@100.50.20.170:5060> 

                    SIP contact address: sip:XXXXXXXX@100.50.20.170:5060 

        Max-Forwards: 55 

        Supported:  

        Session-Expires: 180 

        P-Preferred-Identity: <tel:XXXXXXXXXX> 

        Privacy: none 

        Allow: INVITE, ACK, BYE, CANCEL, PRACK 

        Content-Type: application/ENTERNAT 

        Content-Length:   153 

    Message body 

        Enterprise Native Protocol 

Enterprise Native Protocol Version(v):1.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

捕捉説明 

 Content-Type の ENTERNAT に関しては TTC 標準（企業 SIP）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 下記以降のフィールド内容は定義しない。 
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付録：国内独自のユーザ固有情報の国際標準化に関して  

 

  国内で定義する Content-Type の新規メディア情報(ENTERNAT)に関しては、まず TTC 内の企業 SIP 内で

閉じることとし、国際標準化団体への提案については別途検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




